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① 動機と目的 

暑い夏をより快適に涼しく過ごすためのうちわを考

えたいと思った。そこで、最も効率の良いうちわの

形・大きさの考察・発見を研究の目的とした。 

 

② 定義 

効率の良いうちわとは？？ 

 

楽に扇げて涼しくなるうちわ 

 

空気抵抗が小さい 

 

リンケの体感温度の式：L=T－4×√v 

（L:体感温度［℃］ T:気温［℃］ v:風速［m/s］） 

∴風速が大きい⇒涼しく感じる 

以上のことから、受ける空気抵抗が小さく、大きな風

速を生み出せるうちわを「効率の良いうちわ」とする。 

 

③ 実験装置 

滑車    うちわ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  おもり 

 

 

④ 実験方法 

ⅰうちわを 2 枚、装置にセット 

 

ⅱおもりの重さを変化させ、終端回転速度と最大風速を測定  

 

ⅲ下の式における定数 k、p、n の値を求める 

・回転速度とおもりの重さの関係         F［N］ 

                       

                    ω［rpm］ 

・回転速度と風速の関係         v 

  

ⅳ様々な形・大きさのうちわで(ⅰ)(ⅱ)(ⅲ)を行う 

 

ⅴωに一定の値を代入 

同じ回転速度でうちわを仰ぐのに必要な力  

同じ回転速度で生み出せる風速 

 

⑤ これまでの実験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ これからの研究 

・うちわの形は楕円や四角形などで実験した後、魚の

尾ひれを参考にする予定 

・④(ⅴ)で求めた値からどのように効率の良さを比較

する指標を定めるかを検討していく 

・うちわのしなりを考慮した実験も行いたい 

 

が求まる 

最大風速 


